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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスク記録媒体に対する記録動作により、ディスク内周のリードイン領域において、
ディフェクトマネジメント領域を含む管理データ領域を複数設け、また記録再生条件調整
領域及び上記記録再生条件調整領域と同一のサイズの予備領域を設ける際に、
　上記各管理データ領域は、少なくとも上記記録再生条件調整領域及び上記予備領域をは
さんでディスク半径方向に離れた位置となるように形成し、
　上記複数形成された管理データ領域のディフェクトマネジメント領域に所定の順番に記
録された情報が互いに異なる場合には、前記所定の順番を優先し、情報内容、記録更新回
数が同じになるように記録を行う
　記録方法。
【請求項２】
　複数の上記ディフェクトマネジメント領域を含む管理データ領域のサイズはそれぞれ32
クラスタ、上記記録再生条件調整領域及び上記予備領域のサイズはそれぞれ2048クラスタ
とされる請求項１に記載の記録方法。
【請求項３】
　ディスク内周のリードイン領域において、ディフェクトマネジメント領域を含む管理デ
ータ領域が複数形成され、また記録再生条件調整領域及び上記記録再生条件調整領域と同
一のサイズの予備領域が形成されるとともに、上記各管理データ領域は少なくとも上記記
録再生条件調整領域及び上記予備領域をはさんでディスク半径方向に離れた位置に設けら
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れているディスク記録媒体に対して、
　上記複数形成された管理データ領域のディフェクトマネジメント領域に所定の順番に記
録された情報が互いに異なる場合には、前記所定の順番を優先し、情報内容、記録更新回
数が同じになるように記録を行うとともに、
　ディフェクトマネジメント情報の記録の際に、上記複数の記録領域の内、現在有効とさ
れている記録領域の更新回数又はエラー状況を判別し、
　上記判別に基づいて、別の記録領域にディフェクトマネジメント情報を記録するととも
に、その記録領域を有効な記録領域に設定する
　記録方法。
【請求項４】
　ディスク内周のリードイン領域において、ディフェクトマネジメント領域を含む管理デ
ータ領域が複数形成され、また記録再生条件調整領域及び上記記録再生条件調整領域と同
一のサイズの予備領域が形成されるとともに、上記各管理データ領域は少なくとも上記記
録再生条件調整領域及び上記予備領域をはさんでディスク半径方向に離れた位置に設けら
れているディスク記録媒体に対して情報の記録再生を行う記録装置において、
　上記ディスク記録媒体に対して情報の記録を行う記録手段と、
　上記複数形成された管理データ領域のディフェクトマネジメント領域に所定の順番に記
録された情報が互いに異なる場合には、前記所定の順番を優先し、情情報内容、記録更新
回数が同じになるように記録を行う更新手段を備えた
　記録装置。
【請求項５】
　ディフェクトマネジメント情報の記録の際に、上記複数の記録領域の内、現在有効とさ
れている記録領域の更新回数又はエラー状況を判別し、その判別に基づいて、別の記録領
域に対して上記記録手段によりディフェクトマネジメント情報を記録させるとともに、そ
の記録領域を有効な記録領域に設定する情報を記録させる制御手段と、を備えた請求項４
に記載の記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスク等のディスク記録媒体に対する記録方法、さらにはディスク記録
媒体に対する記録装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルデータを記録・再生するための技術として、例えば、ＣＤ（Compact Disk），
ＭＤ（Mini-Disk），ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）などの、光ディスク（光磁気デ
ィスクを含む）を記録メディアに用いたデータ記録技術がある。光ディスクとは、金属薄
板をプラスチックで保護した円盤に、レーザ光を照射し、その反射光の変化で信号を読み
取る記録メディアの総称である。
　光ディスクには、例えばＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭなどとして知られている
ように再生専用タイプのものと、ＭＤ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ
Ｗ、ＤＶＤ＋ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭなどで知られているようにユーザーデータが記録可能
なタイプがある。記録可能タイプのものは、光磁気記録方式、相変化記録方式、色素膜変
化記録方式などが利用されることで、データが記録可能とされる。色素膜変化記録方式は
ライトワンス記録方式とも呼ばれ、一度だけデータ記録が可能で書換不能であるため、デ
ータ保存用途などに好適とされる。一方、光磁気記録方式や相変化記録方式は、データの
書換が可能であり音楽、映像、ゲーム、アプリケーションプログラム等の各種コンテンツ
データの記録を始めとして各種用途に利用される。
　更に近年、ＤＶＲ（Data & Video Recording）と呼ばれる高密度光ディスクが開発され
、著しい大容量化が図られている。
【０００３】



(3) JP 5001337 B2 2012.8.15

10

20

30

40

50

　光磁気記録方式、色素膜変化記録方式、相変化記録方式などの記録可能なディスクに対
してデータを記録するには、データトラックに対するトラッキングを行うための案内手段
が必要になり、このために、プリグルーブとして予め溝（グルーブ）を形成し、そのグル
ーブもしくはランド（グルーブとグルーブに挟まれる断面台地状の部位）をデータトラッ
クとすることが行われている。
　またデータトラック上の所定の位置にデータを記録することができるようにアドレス情
報を記録する必要もあるが、このアドレス情報は、グルーブをウォブリング（蛇行）させ
ることで記録される場合がある。
【０００４】
　すなわち、データを記録するトラックが例えばプリグループとして予め形成されるが、
このプリグループの側壁をアドレス情報に対応してウォブリングさせる。
　このようにすると、記録時や再生時に、反射光情報として得られるウォブリング情報か
らアドレスを読み取ることができ、例えばアドレスを示すピットデータ等を予めトラック
上に形成しておかなくても、所望の位置にデータを記録再生することができる。
　このようにウォブリンググルーブとしてアドレス情報を付加することで、例えばトラッ
ク上に離散的にアドレスエリアを設けて例えばピットデータとしてアドレスを記録するこ
とが不要となり、そのアドレスエリアが不要となる分、実データの記録容量を増大させる
ことができる。
　なお、このようなウォブリングされたグルーブにより表現される絶対時間（アドレス）
情報は、ＡＴＩＰ（Absolute Time In Pregroove）又はＡＤＩＰ（Adress In Pregroove
）と呼ばれる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、光ディスクにおいてはディフェクトマネジメント（欠陥管理）が行われる。
　ディフェクトマネージメントは、傷その他のディフェクト等により、ディスク上のある
エリアが記録／再生できなくなった場合、その記録再生できなくなったエリアのアドレス
を、ディフェクト（欠陥エリア）として登録したり、さらには欠陥エリアに代える交替エ
リアを用意する場合は、その交替エリアのアドレスを管理するようにするものであり、デ
ィフェクトによって、システムが破たんすることがないようにする重要な技術である。
　そしてディフェクトマネジメントにおいては、例えば、記録再生できなくなった欠陥エ
リアのアドレスと、交替先のアドレスをディフェクトリストとして登録する。このディフ
ェクトリストは、ディフェクトマネージメントにとって重要な情報となる。
【０００６】
　近年開発されているＤＶＲのような高密度ディスクについては、ディスク厚み方向に０
．１ｍｍのカバー層（サブストレート）を有するディスク構造において、波長４０５ｎｍ
のレーザ（いわゆる青色レーザ）とＮＡが０．８５の対物レンズの組み合わせという条件
下でフェーズチェンジマーク（相変化マーク）を記録再生を行うとし、トラックピッチ０
．３２μｍ、線密度０．１２μｍ／bitで、６４ＫＢ（キロバイト）のデータブロックを
１つの記録再生単位として、フォーマット効率約８２％としたとき、直系１２cmのディス
クに２３．３ＧＢ（ギガバイト）程度の容量を記録再生できる。
【０００７】
　このときのユーザーデータを記録再生するエリア（データゾーン）は、ディスク上の半
径２４ｍｍ～５８ｍｍの範囲であり、半径２４ｍｍより内周側はリードインゾーンとされ
る。
　そしてディフェクトマネージメント情報を記録した領域（ディフェクトマネジメント領
域）は、リードインゾーン内における所定の位置に形成されていた。また、ディフェクト
マネジメント領域が２個設けられる場合、それらはリードインゾーン内における所定の位
置に隣接して形成されていた。
【０００８】
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　例えば２個のディフェクトマネージメント領域が形成されるのは、一方のディフェクト
マネジメント情報が読み出せなくても、他方で読み出すことで信頼性を維持するためであ
るが、２個のディフェクトマネジメント領域が隣接して形成されている場合、そのディフ
ェクトマネジメント領域とされる部分に対して傷がついた場合は、ディフェクトマネジメ
ント領域が２つとも記録再生できなくなる可能性が大きい。即ち、ディフェクトマネジメ
ントの信頼性という点で不十分であった。
【０００９】
　具体例でいえば、ディスクの半径２４ｍｍの位置では、ディスク１周回において６４Ｋ
Ｂのデータブロックが１．９ブロック程度記録できる。
　ユーザーデータ容量が２３．３ＧＢと大容量であることから、交替エリアを１８４３２
クラスタ、約1.207959552GBとすると、ユーザーデータの約５％になる。ディフェクトリ
ストは、１エントリー８バイトとすると、147.456ＫＢとなり、３クラスタ必要になる。
　このように１つのディフェクトマネージメント領域を、複数クラスタで形成する場合、
上記のように半径２４ｍｍの位置でトラック１周に６４ＫＢのデータブロックが１．９ブ
ロック程度記録できるので、隣接して２つのディフェクトマネージメント領域が形成され
る場合において、その領域にディフェクト、傷があった場合、２個のディフェクトマネー
ジメント領域において複数クラスタが記録再生できなくなり、２個のディフェクトマネー
ジメント領域とも正しく記録再生できなくなる可能性があった。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明はこのような事情に鑑みて、ディスク記録媒体におけるディフェクトマネジメン
トの信頼性を向上させることを目的とする。
【００１１】
　本発明の記録方法は、ディスク記録媒体に対する記録動作により、ディスク内周のリー
ドイン領域において、ディフェクトマネジメント領域を含む管理データ領域を複数設け、
また記録再生条件調整領域及び上記記録再生条件調整領域と同一のサイズの予備領域を設
ける際に、上記各管理データ領域は、少なくとも上記記録再生条件調整領域及び上記予備
領域をはさんでディスク半径方向に離れた位置となるように形成し、上記複数形成された
管理データ領域のディフェクトマネジメント領域に所定の順番に記録された情報が互いに
異なる場合には、前記所定の順番を優先し、情報内容、記録更新回数が同じになるように
記録を行う。
　また、複数の上記ディフェクトマネジメント領域を含む管理データ領域のサイズはそれ
ぞれ32クラスタ、上記記録再生条件調整領域及び上記予備領域のサイズはそれぞれ2048ク
ラスタとされるようにする。
【００１２】
　また本発明の記録方法は、ディスク内周のリードイン領域において、ディフェクトマネ
ジメント領域を含む管理データ領域が複数形成され、また記録再生条件調整領域及び上記
記録再生条件調整領域と同一のサイズの予備領域が形成されるとともに、上記各管理デー
タ領域は少なくとも上記記録再生条件調整領域及び上記予備領域をはさんでディスク半径
方向に離れた位置に設けられているディスク記録媒体に対して、上記複数形成された管理
データ領域のディフェクトマネジメント領域に所定の順番に記録された情報が互いに異な
る場合には、前記所定の順番を優先し、情報内容、記録更新回数が同じになるように記録
を行うとともに、ディフェクトマネジメント情報の記録の際に、上記複数の記録領域の内
、現在有効とされている記録領域の更新回数又はエラー状況を判別し、上記判別に基づい
て、別の記録領域にディフェクトマネジメント情報を記録するとともに、その記録領域を
有効な記録領域に設定するようにする。
【００１３】
　本発明の記録装置は、ディスク内周のリードイン領域において、ディフェクトマネジメ
ント領域を含む管理データ領域が複数形成され、また記録再生条件調整領域及び上記記録
再生条件調整領域と同一のサイズの予備領域が形成されるとともに、上記各管理データ領
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域は少なくとも上記記録再生条件調整領域及び上記予備領域をはさんでディスク半径方向
に離れた位置に設けられているディスク記録媒体に対して情報の記録再生を行う記録装置
において、上記ディスク記録媒体に対して情報の記録を行う記録手段と、上記複数形成さ
れた管理データ領域のディフェクトマネジメント領域に所定の順番に記録された情報が互
いに異なる場合には、前記所定の順番を優先し、情情報内容、記録更新回数が同じになる
ように記録を行う更新手段を備えるようにする。
　また、ディフェクトマネジメント情報の記録の際に、上記複数の記録領域の内、現在有
効とされている記録領域の更新回数又はエラー状況を判別し、その判別に基づいて、別の
記録領域に対して上記記録手段によりディフェクトマネジメント情報を記録させるととも
に、その記録領域を有効な記録領域に設定する情報を記録させる制御手段とを備える。
【００１４】
　即ち本発明では、ディスク内周の所定半径区間領域においてディフェクトマネジメント
領域を含む管理データ領域を複数設けることで、ディフェクトマネジメントの信頼性を得
、さらに複数のディフェクトマネジメント領域（管理データ領域）が、比較的大きい区間
である記録再生条件調整領域をはさんでディスク半径方向に離れた位置とされることで、
ディフェクトマネジメント領域の信頼性を一層向上させる。
　さらに、ディフェクトマネジメント領域に、ディフェクトマネジメント情報を記録する
領域として、交替領域を含む複数の記録領域を設けることで、ディフェクトマネジメント
領域の更新回数、エラー状況などに応じて記録領域を変化させることができるようにする
。
【発明の効果】
【００１５】
　以上の説明から理解されるように本発明よれば以下のような効果が得られる。
　即ち、リードインゾーンなどのディスク内周の所定半径区間領域においてディフェクト
マネジメント領域を含む管理データ領域を複数設けることで、ディフェクトマネジメント
の信頼性を得、さらに複数のディフェクトマネジメント領域を含む管理データ領域（イン
フォメーションエリア）が、比較的大きい区間である記録再生条件調整領域（ＯＰＣ）を
はさんでディスク半径方向に離れた位置とされることで、ディフェクトマネジメント領域
の信頼性を一層向上させる。つまり、ディフェクト、きず等が、一方のディフェクトマネ
ージメント領域にあっても、他方のディフェクトマネージメント領域に影響することなく
、信頼性の高い、ディフェクトマネージメント管理領域を形成し、ディフェクトマネジメ
ントを行うことができる。
【００１６】
　また、ディフェクトマネージメント領域においては、ディフェクトマネジメント情報を
記録する領域として、交替領域を含む複数の記録領域を設けることで、ディフェクトマネ
ジメント領域の更新回数、エラー状況などに応じて記録領域を変化させることができる。
　例えばディフェクトリストの更新回数を読み出すことで、オーバーライト回数を知るこ
とができ、その回数が、ある値以上になった場合、ディフェクトリストを交替領域として
の記録領域に交替して記録できる。 
　これにより、上述したフェーズチェンジ記録方式でデータ記録を行う光ディスク等、オ
ーバーライト回数に限界のある光ディスクでも、 オーバーライト回数の限界を克服する
ことができ、信頼性の高い、ディフェクトマネージメント領域の記録再生を行うことがで
きる。 
【００１７】
　従って本発明によれば、ディフェクトマネジメント領域に対するディフェクト、きず等
、さらには他のディフェクトマネージメント領域でのディフェクト、傷に影響されること
なく、 かつ、オーバーライト回数の限界にも影響されないといった、非常に信頼性の高
いディフェクトマネージメント領域の記録再生を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
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【図１】本発明の実施の形態のディスクのグルーブの説明図である。
【図２】実施の形態のディスクのグルーブのウォブリングの説明図である。
【図３】実施の形態のＭＳＫ変調及びＨＭＷ変調を施したウォブル信号の説明図である。
【図４】実施の形態のディスクレイアウトの説明図である。
【図５】実施の形態のＰＢゾーン及びＲＷゾーンのウォブリングの説明図である。
【図６】実施の形態のプリレコーデッド情報の変調方式の説明図である。
【図７】実施の形態のフェイズチェンジマークのＥＣＣ構造の説明図である。
【図８】実施の形態のプリレコーデッド情報のＥＣＣ構造の説明図である。
【図９】実施の形態のフェイズチェンジマーク及びプリレコーデッド情報のフレーム構造
の説明図である。
【図１０】実施の形態のリードインゾーンの構成の説明図である。
【図１１】実施の形態のインフォメーションエリアの説明図である。
【図１２】実施の形態のＤＭＡの構造の説明図である。
【図１３】実施の形態のＤＭＡのＤＤＳの説明図である。
【図１４】実施の形態のＤＭＡのディフェクトリストの説明図である。
【図１５】実施の形態のＤＭＡのディフェクトリストエントリーの説明図である。
【図１６】実施の形態のデータゾーンのＩＳＡ、ＯＳＡの説明図である。
【図１７】実施の形態のディスクドライブ装置のブロック図である。
【図１８】実施の形態のディスクドライブ装置の処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態としての光ディスクを説明するとともに、その光ディスクに
対応して記録再生を行うディスクドライブ装置（記録再生装置）、及びディフェクトマネ
ジメント領域に関する記録方法について説明していく。説明は次の順序で行う。
１．ディスク構造
２．データのＥＣＣフォーマット
３．ディフェクトマネジメント領域
　３－１　ＤＭＡを含むインフォメーションエリア
　３－２　交替領域を有するＤＭＡ構造
　３－３　データゾーンの交替エリア
４．ディスクドライブ装置
【００２０】
１．ディスク構造
　まず実施の形態の光ディスクについて説明する。この光ディスクは、いわゆるＤＶＲ（
Data & Video Recording）と呼ばれる高密度光ディスクとして実施可能である。
　本発明の実施の形態の光ディスク１は、図１に示すように、記録トラックとなるグルー
ブＧＶが形成されている。このグルーブＧＶは、内周側から外周側へスパイラル状に形成
されている。そのため、この光ディスク１の半径方向の切断面を見ると、図２に示すよう
に、凸状のランドＬと、凹状のグルーブＧＶとが交互に形成されることとなる。
【００２１】
　光ディスク１のグルーブＧＶは、図２に示すように、接線方向に対して蛇行形成されて
いる。このグルーブＧＶの蛇行形状は、ウォブル信号に応じた形状となっている。そのた
め、光ディスクドライブでは、グルーブＧＶに照射したレーザスポットＬＳの反射光から
そのグルーブＧＶの両エッジ位置を検出し、レーザスポットＬＳを記録トラックに沿って
移動させていった際におけるその両エッジ位置のディスク半径方向に対する変動成分を抽
出することにより、ウォブル信号を再生することができる。
【００２２】
　このウォブル信号には、その記録位置における記録トラックのアドレス情報（物理アド
レスやその他の付加情報等）が変調されている。そのため、光ディスクドライブでは、こ
のウォブル信号からアドレス情報等を復調することによって、データの記録や再生の際の
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アドレス制御等を行うことができる。
【００２３】
　なお、本発明の実施の形態では、グルーブ記録がされる光ディスクについて説明をする
が、本発明はこのようなグルーブ記録の光ディスクに限らず、ランドにデータを記録する
ランド記録を行う光ディスクに適用することも可能であるし、また、グルーブ及びランド
にデータを記録するランドグルーブ記録の光ディスクにも適用することも可能である。
【００２４】
　ここで、本実施の形態の光ディスク１では、２つの変調方式を用いて、ウォブル信号に
対してアドレス情報を変調している。一つは、ＭＳＫ（Minimum Shift Keying）変調方式
である。もう一つは、正弦波のキャリア信号に対して偶数次の高調波信号を付加し、被変
調データの符号に応じて当該高調波信号の極性を変化させることによって変調する方式で
ある。以下、正弦波のキャリア信号に対して偶数次の高調波信号を付加し、被変調データ
の符号に応じて当該高調波信号の極性を変化させることによって変調する変調方式のこと
を、ＨＭＷ（HarMonic Wave）変調と呼ぶものとする。
【００２５】
　本実施の形態の光ディスク１では、図３に示すように、所定周波数の正弦波の基準キャ
リア信号波形が所定周期連続したブロックを構成し、このブロック内に、ＭＳＫ変調され
たアドレス情報が挿入されるＭＳＫ変調部と、ＨＭＷ変調されたアドレス情報が挿入され
るＨＭＷ変調部とを設けたウォブル信号を生成する。すなわち、ＭＳＫ変調されたアドレ
ス情報と、ＨＭＷ変調されたアドレス情報とを、ブロック内の異なる位置に挿入している
。さらに、ＭＳＫ変調で用いられる２つの正弦波のキャリア信号のうちの一方のキャリア
信号と、ＨＭＷ変調のキャリア信号とを、上記の基準キャリア信号としている。また、Ｍ
ＳＫ変調部とＨＭＷ変調部とは、それぞれブロック内の異なる位置に配置するものとし、
ＭＳＫ変調部とＨＭＷ変調部との間には、１周期以上の基準キャリア信号が配置されるも
のとしている。
　なお、なんらデータの変調がされておらず、基準キャリア信号の周波数成分だけが現れ
る部分をモノトーンウォブルと呼ぶ。また、基準キャリア信号の１周期を１ウォブル周期
と呼ぶ。また、基準キャリア信号の周波数は、光ディスク１の内周から外周まで一定であ
り、レーザスポットが記録トラックに沿って移動する際の線速度との関係に応じて定まる
。
【００２６】
　本実施の形態の、いわゆるＤＶＲ（Data & Video Recording）と呼ばれる高密度光ディ
スクの物理パラメータの一例について説明する。
　本例のＤＶＲディスクとされる光ディスクは、相変化方式でデータの記録を行う光ディ
スクであり、ディスクサイズとしては、直径が１２０ｍｍとされる。また、ディスク厚は
１．２ｍｍ（カバー層が約０．１ｍｍ）となる。即ちこれらの点では外形的に見ればＣＤ
（Compact Disc）方式のディスクや、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）方式のディスク
と同様となる。
【００２７】
　記録／再生のためのレーザ波長は４０５ｎｍとされ、いわゆる青色レーザが用いられる
ものとなる。光学系のＮＡは０．８５とされる。
　相変化マーク（フェイズチェンジマーク）が記録されるトラックのトラックピッチは０
．３２μｍ、線密度０．１２μｍとされる。そして６４ＫＢのデータブロックを１つの記
録再生単位として、フォーマット効率を約８２％としており、直径１２ｃｍのディスクに
おいて、ユーザーデータ容量として２３．３Ｇバイトを実現している。
　上述のようにデータ記録はグルーブ記録方式である。
【００２８】
　図４は、ディスク全体のレイアウト（領域構成）を示す。
　ディスク上の領域としては、内周側からリードインゾーン、データゾーン、リードアウ
トゾーンが配される。
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　また、記録・再生に関する領域構成としてみれば。リードインゾーンのうちの内周側が
ＰＢゾーン（再生専用領域）、リードインゾーンの外周側からリードアウトゾーンまでが
ＲＷゾーン（記録再生領域）とされる。
【００２９】
　リードインゾーンは、半径２４ｍｍより内側に位置する。そして半径２１～２２．２ｍ
ｍがＢＣＡ（Burst Cutting Area）とされる。このＢＣＡはディスク記録媒体固有のユニ
ークＩＤを、記録層を焼き切る記録方式で記録したものである。つまり記録マークを同心
円状に並べるように形成していくことで、バーコード状の記録データを形成する。
　半径２２．２～２３．１ｍｍがプリレコーデッドデータゾーンとされる。
　プリレコーデッドデータゾーンは、あらかじめ、記録再生パワー条件等のディスク情報
や、コピープロテクションにつかう情報等（プリレコーデッド情報）を、ディスク上にス
パイラル状に形成されたグルーブをウォブリングすることによって記録してある。
　これらはは書換不能な再生専用の情報であり、つまりＢＣＡとプリレコーデッドデータ
ゾーンが上記ＰＢゾーン（再生専用領域）となる。
【００３０】
　プリレコーデッドデータゾーンにおいてプリレコーデッド情報として例えばコピープロ
テクション情報が含まれるが、このコピープロテクション情報を用いて、例えば次のよう
なことが行われる。
　本例にかかる光ディスクシステムでは、登録されたドライブ装置メーカー、ディスクメ
ーカーがビジネスを行うことができ、その登録されたことを示す、メディアキー、あるい
は、ドライブキーを有している。
　ハックされた場合、そのドライブキー或いはメディアキーがコピープロテクション情報
として記録される。このメディアキー、ドライブキーを有した、メディア或いはドライブ
は、この情報により、記録再生をすることをできなくすることができる。
【００３１】
　リードインゾーンにおいて半径２３．１～２４ｍｍにはインフォメーションエリアInfo
1、Info2や、テストライトエリアＯＰＣが設けられる。
　テストライトエリアＯＰＣは記録／再生時のレーザパワー等、フェーズチェンジマーク
の記録再生条件を設定する際の試し書きなどに使われる。即ち記録再生条件調整領域であ
る。
　インフォメーションエリアInfo1、Info2にはディフェクトマネジメントエリアが含まれ
る。ディフェクトマネジメントエリアＤＭＡはディスク上のディフェクト情報を管理する
情報を記録再生する。
　このリードインゾーン内におけるＲＷゾーン（２３．１～２４ｍｍ）は、フェイズチェ
ンジマークにより管理情報その他の記録再生が行われる領域であるが、その構成について
は、後に図１０以降で詳しく述べる。
【００３２】
　半径２４．０～５８．０ｍｍがデータゾーンとされる。データゾーンは、実際にユーザ
ーデータがフェイズチェンジマークにより記録再生される領域である。
　半径５８．０～５８．５ｍｍはリードアウトゾーンとされる。リードアウトゾーンは、
リードインゾーンと同様のディフェクトマネジメントエリアが設けられたり、また、シー
クの際、オーバーランしてもよいようにバッファエリアとしてつかわれる。
　以上の半径２３．１ｍｍ、つまりリードインゾーンの途中から、リードアウトゾーンま
でが、フェイズチェンジマークが記録再生されるＲＷゾーン（記録再生領域）とされる。
【００３３】
　図５にＲＷゾーンとＰＢゾーンのトラックの様子を示す。図５（ａ）はＲＷゾーンにお
けるグルーブのウォブリングを、図５（ｂ）はＰＢゾーンのプリレコーデッドゾーンにお
けるグルーブのウォブリングを、それぞれ示している。
【００３４】
　ＲＷゾーンでは、あらかじめアドレス情報（ＡＤＩＰ）を、トラッキングを行うために
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、ディスク上にスパイラル状に形成されたグルーブをウォブリングすることによって、形
成してある。
　アドレス情報を形成したグルーブには、フェーズチェンジマークにより情報を記録再生
する。
　図５（ａ）に示すように、ＲＷゾーンにおけるグルーブ、つまりＡＤＩＰアドレス情報
を形成したグルーブトラックは、トラックピッチＴＰ＝０．３２μｍとされている。
　このトラック上にはフェイズチェンジマークによるレコーディングマークが記録される
が、フェーズチェンジマークはＲＬＬ（１，７）ＰＰ変調方式（ＲＬＬ；Run Length Lim
ited、ＰＰ：Parity preserve/Prohibit rmtr(repeated minimum transition runlength)
）等により、線密度0.12μｍ/bit、0.08μｍ/ch bitで記録される。
　１ｃｈビットを１Ｔとすると、マーク長は２Ｔから８Ｔで最短マーク長は２Ｔである。
　アドレス情報は、ウォブリング周期を６９Ｔとし、ウォブリング振幅ＷＡはおよそ２０
ｎｍ（p-p）である。
【００３５】
　アドレス情報と、フェーズチェンジマークは、その周波数帯域が重ならないようにして
おり、これによってそれぞれの検出に影響を与えないようにしてある。
　アドレス情報のウォブリングのＣＮＲ（carrier noise ratio）はバンド幅３０ＫＨｚ
のとき、記録後３０ｄＢであり、アドレスエラーレートは節動（ディスクのスキュー，デ
フォーカス、外乱等）による影響を含めて１×１０-3以下である。
【００３６】
　一方、図５（ｂ）のＰＢゾーンにおけるグルーブによるトラックは、上記図５（ａ）の
ＲＷゾーンのグルーブによるトラックより、トラックピッチが広く、ウォブリング振幅が
大きいものとされている。
　即ちトラックピッチＴＰ＝０．３５μｍであり、ウォブリング周期は３６Ｔ、ウォブリ
ング振幅ＷＡはおよそ４０ｎｍ（p-p）とされている。ウォブリング周期が３６Ｔとされ
ることはプリレコーデット情報の記録線密度はＡＤＩＰ情報の記録線密度より高くなって
いることを意味する。また、フェーズチェンジマークは最短２Ｔであるから、プリレコー
デッド情報の記録線密度はフェーズチェンジマークの記録線密度より低い。
【００３７】
　このＰＢゾーンのトラックにはフェーズチェンジマークを記録しない。
　ウォブリング波形は、ＲＷゾーンでは正弦波状に形成するが、ＰＢゾーンでは、正弦波
状か或いは矩形波状で記録することができる。
【００３８】
　フェーズチェンジマークは、バンド幅３０ＫＨｚのときＣＮＲ５０ｄＢ程度の信号品質
であれば、データにＥＣＣ（エラー訂正コード）をつけて記録再生することで、エラー訂
正後のシンボルエラーレートを１×１０-16以下を達成でき、データの記録再生として使
えることが知られている。
　ＡＤＩＰアドレス情報についてのウォブルのＣＮＲはバンド幅３０ＫＨｚのとき、フェ
イズチェンジマークの未記録状態で３５ｄＢである。
　アドレス情報としては、いわゆる連続性判別に基づく内挿保護を行うことなどによりこ
の程度の信号品質で十分であるが、ＰＢゾーンに記録するプリレコーデッド情報について
は、フェイズチェンジマークと同等のＣＮＲ５０ｄＢ以上の信号品質は確保したい。この
ため、図５（ｂ）に示したようにＰＢゾーンでは、ＲＷゾーンにおけるグルーブとは物理
的に異なるグルーブを形成するものである。
【００３９】
　まず、トラックピッチを広くすることにより、となりのトラックからのクロストークを
おさえることができ、ウォブル振幅を２倍にすることにより、ＣＮＲを＋６ｄＢ改善でき
る。
　さらにウォブル波形として矩形波をつかうことによって、ＣＮＲを＋２ｄＢ改善できる
。
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　あわせてＣＮＲは43dBである。
　フェーズチェンジマークとプリレコーデッドデータゾーンのウォブルの記録帯域の違い
は、ウォブル１８Ｔ（１８Ｔは３６Ｔの半分）；フェイズチェンジマーク２Ｔで、この点
で９．５ｄＢ得られる。
　従ってプリレコーデッド情報としてのＣＮＲは５２．５ｄＢ相当であり、となりのトラ
ックからのクロストークとして－２ｄＢを見積もっても、ＣＮＲ５０．５ｄＢ相当である
。つまり、ほぼフェーズチェンジマークと同程度の信号品質となり、ウォブリング信号を
プリレコーデッド情報の記録再生に用いることが十分に適切となる。
【００４０】
　図６に、プリレコーデッドデータゾーンにおけるウォブリンググルーブを形成するため
の、プリレコーデッド情報の変調方法を示す。
　変調はＦＭコードをつかう。
　図６（ａ）にデータビット、図６（ｂ）にチャンネルクロック、図６（ｃ）にＦＭコー
ド、図６（ｄ）にウォブル波形を縦に並べて示している。
　データの１bitは２ｃｈ（２チャンネルクロック）であり、ビット情報が「１」のとき
、ＦＭコードはチャンネルクロックの１．２の周波数とされる。
　またビット情報が「０」のとき、ＦＭコードはビット情報「１」の１／２の周波数であ
らわされる。
　ウォブル波形としては、ＦＭコードを矩形波を直接記録することもあるが、図６（ｄ）
に示すように正弦波状の波形で記録することもある。
　なお、ＦＭコード及びウォブル波形は図６（ｃ）（ｄ）とは逆極性のパターンとして、
図６（ｅ）（ｆ）に示すパターンとしても良い。
【００４１】
　上記のようなＦＭコード変調のルールにおいて、図６（ｇ）のようにデータビットスト
リームが「１０１１００１０」とされているときのＦＭコード波形、およびウォブル波形
（正弦波状波形）は図６（ｈ）（ｉ）に示すようになる。
　なお、図６（ｅ）（ｆ）に示すパターンに対応した場合は、図６（ｊ）（ｋ）に示すよ
うになる。
【００４２】
２．データのＥＣＣフォーマット
【００４３】
　図７，図８，図９により、フェイズチェンジマーク及びプリレコーデッド情報について
のＥＣＣフォーマットを説明する。
　まず図７には、フェーズチェンジマークで記録再生するメインデータ（ユーザーデータ
）や管理データについてのＥＣＣフォーマットを示している。
【００４４】
　ＥＣＣ（エラー訂正コード）としては、メインデータ６４ＫＢ（＝１セクターの２０４
８バイト×３２セクター）に対するＬＤＣ（long distance code）と、ＢＩＳ(Burst ind
icator subcode)の２つがある。
【００４５】
　図７（ａ）に示すメインデータ６４ＫＢについては、図７（ｂ）のようにＥＣＣエンコ
ードされる。即ちメインデータは１セクタ２０４８Ｂについて４ＢのＥＤＣ(error detec
tion code)を付加し、３２セクタに対し、ＬＤＣを符号化する。ＬＤＣはＲＳ(248,216,3
3)、符号長２４８、データ２１６、ディスタンス３３のＲＳ(reed solomon)コードである
。３０４の符号語がある。
【００４６】
　一方、ＢＩＳは、図７（ｃ）に示す７２０Ｂのデータに対して、図７（ｄ）のようにＥ
ＣＣエンコードされる。即ちＲＳ(62,30,33)、符号長６２、データ３０、ディスタンス３
３のＲＳ(reed solomon)コードである。２４の符号語がある。
【００４７】
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　図９（ａ）にＲＷゾーンにおけるメインデータについてのフレーム構造を示している。
　上記ＬＤＣのデータと、ＢＩＳは図示するフレーム構造を構成する。即ち１フレームに
つき、データ（３８Ｂ）、ＢＩＳ（１Ｂ）、データ（３８Ｂ）、ＢＩＳ（１Ｂ）、データ
（３８Ｂ）が配されて１５５Ｂの構造となる。つまり１フレームは３８Ｂ×４の１５２Ｂ
のデータと、３８ＢごとにＢＩＳが１Ｂ挿入されて構成される。
　フレームシンクＦＳ（フレーム同期信号）は、１フレーム１５５Ｂの先頭に配される。
１つのブロックには４９６のフレームがある。
　ＬＤＣデータは、０，２，・・・の偶数番目の符号語が、０，２，・・・の偶数番目の
フレームに位置し、１，３，・・・の奇数番目の符号語が、１，３，・・・の奇数番目の
フレームに位置する。
【００４８】
　ＢＩＳはＬＤＣの符号より訂正能力が非常に優れた符号をもちいており、ほぼ、すべて
訂正される。つまり符号長６２に対してディスタンスが３３という符号を用いている。
　このため、エラーが検出されたＢＩＳのシンボルは次のように使うことができる。
　ＥＣＣのデコードの際、ＢＩＳを先にデコードする。図９（ａ）のフレーム構造におい
て隣接したＢＩＳあるいはフレームシンクＦＳの２つがエラーの場合、両者のあいだには
さまれたデータ３８Ｂはバーストエラーとみなされる。このデータ３８Ｂにはそれぞれエ
ラーポインタが付加される。ＬＤＣではこのエラーポインタをつかって、ポインターイレ
ージャ訂正をおこなう。
　これによりＬＤＣだけの訂正より、訂正能力を上げることができる。
　ＢＩＳにはアドレス情報等が含まれている。このアドレスは、ＲＯＭタイプディスク等
で、ウォブリンググルーブによるアドレス情報がない場合等につかわれる。
【００４９】
　次に図８にプリレコーデッド情報についてのＥＣＣフォーマットを示す。
　この場合ＥＣＣには、メインデータ４ＫＢ（１セクタ２０４８Ｂ×２セクタ）に対する
ＬＤＣ（long distance code）とＢＩＳ(Burst indicator subcode)の２つがある。
【００５０】
　図８（ａ）に示すプリレコーデッド情報としてのデータ４ＫＢについては、図８（ｂ）
のようにＥＣＣエンコードされる。即ちメインデータは１セクタ２０４８Ｂについて４Ｂ
のＥＤＣ(error detection code)を付加し、２セクタに対し、ＬＤＣを符号化する。ＬＤ
ＣはＲＳ(248,216,33)、符号長２４８、データ２１６、ディスタンス３３のＲＳ(reed so
lomon)コードである。１９の符号語がある。
【００５１】
　一方、ＢＩＳは、図８（ｃ）に示す１２０Ｂのデータに対して、図８（ｄ）のようにＥ
ＣＣエンコードされる。即ちＲＳ(62,30,33)、符号長６２、データ３０、ディスタンス３
３のＲＳ(reed solomon)コードである。４つの符号語がある。
【００５２】
　図９（ｂ）にＰＢゾーンにおけるプリレコーデッド情報についてのフレーム構造を示し
ている。
　上記ＬＤＣのデータと、ＢＩＳは図示するフレーム構造を構成する。即ち１フレームに
つき、フレームシンクＦＳ（１Ｂ）、データ（１０Ｂ）、ＢＩＳ（１Ｂ）、データ（９Ｂ
）が配されて２１Ｂの構造となる。つまり１フレームは１９Ｂのデータと、ＢＩＳが１Ｂ
挿入されて構成される。
　フレームシンクＦＳ（フレーム同期信号）は、１フレームの先頭に配される。１つのブ
ロックには２４８のフレームがある。
【００５３】
　この場合もＢＩＳはＬＤＣの符号より訂正能力が非常に優れた符号をもちいており、ほ
ぼ、すべて訂正される。このため、エラーが検出されたＢＩＳのシンボルは次のように使
うことができる。
　ＥＣＣのデコードの際、ＢＩＳを先にデコードする。隣接したＢＩＳ或いはフレームシ
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ンクＦＳの２つがエラーの場合、両者のあいだにはさまれたデータ１０Ｂ、あるいは９Ｂ
はバーストエラーとみなされる。このデータ１０Ｂ、あるいは９Ｂにはそれぞれエラーポ
インタが付加される。ＬＤＣではこのエラーポインタをつかって、ポインターイレージャ
訂正をおこなう。
　これによりＬＤＣだけの訂正より、訂正能力をあげることができる。
【００５４】
　ＢＩＳにはアドレス情報等が含まれている。プリレコーデッドデータゾーンではプリレ
コーデッド情報がウォブリンググルーブによって記録され、従ってウォブリンググルーブ
によるアドレス情報は無いため、このＢＩＳにあるアドレスがアクセスのために使われる
。
【００５５】
　図７，図８からわかるように、フェイズチェンジマークによるデータとプリレコーデッ
ド情報は、ＥＣＣフォーマットとしては、同一の符号及び構造が採用される。
　これは、プリレコーデッド情報のＥＣＣデコード処理は、フェイズチェンジマークによ
るデータ再生時のＥＣＣデコード処理を行う回路系で実行でき、ディスクドライブ装置と
してはハードウエア構成の効率化を図ることができることを意味する。
【００５６】
３．ディフェクトマネジメント領域
　３－１　ＤＭＡを含むインフォメーションエリア
　続いて、リードインゾーン内のＲＷゾーン側の構成を説明すると共に、ディフェクトマ
ネジメント領域について説明していく。
　図４で説明したように、ディスクの半径２４ｍｍより内周にリードインゾーンが形成さ
れる。このうち、２３．１ｍｍ～２４ｍｍの範囲がＲＷゾーンとなる。
　図１０には、ＲＷゾーンの範囲としてのリードインゾーン、データゾーン、リードアウ
トゾーンを示し、また、その各ゾーン及びゾーン内のエリアのクラスタ数を示している。
　なお、クラスタとは６４ＫＢのデータ単位であり、３２セクターで構成される。１セク
ターは２０４８バイトである。
【００５７】
　図１０に示すように、リードインゾーンにおいては、半径２３．２３５ｍｍ～２３．２
７８ｍｍの区間にはインフォメーションエリアInfo2、半径２３．２７８ｍｍ～２３．６
２１ｍｍの区間にはテストライトエリアＯＰＣ、半径２３．６２１ｍｍ～２３．９５８ｍ
ｍの区間にはリザーブエリア、半径２３．９５８ｍｍ～２４．０００ｍｍの区間にはイン
フォメーションエリアInfo1が形成される。
【００５８】
　インフォメーションエリアInfo1、Info2内には、ディフェクトマネージメント管理情報
を記録するディフェクトマネジメント領域ＤＭＡや、コントロール情報を記録するコント
ロールデータエリアがある。
　テストライトエリアＯＰＣは記録再生条件をテストするエリアで、記録レーザパワー等
を最適な条件にするための試し書きが行われる。
　リザーブエリアは将来的な使用に備えた予備領域である。
【００５９】
　記録再生密度は、トラックピッチ０．３２μｍ、線密度０．１２μｍ／bitとし、デー
タ64kBを１クラスタとして記録再生する場合、インフォメーションエリアInfo2は２５６
クラスタ、テストライトエリアＯＰＣは２０４８クラスタ、リザーブエリアは２０４８ク
ラスタ、インフォメーションエリアInfo1は２５６クラスタとなる。
【００６０】
　ユーザーデータを記録再生する領域となるデータゾーンは、３５５６０３クラスタとな
り、６４ＫＢ×３３５６０３＝約２３．３ＧＢのデータを記録再生できるものである。
　リードアウトゾーンは７４２９クラスタである。リードアウトゾーンにはディフェクト
マネジメント領域ＤＭＡやコントロールデータエリアなど、インフォメーションエリアIn



(13) JP 5001337 B2 2012.8.15

10

20

30

40

50

fo1、Info2と同様のデータが記録再生されることもある。
【００６１】
　図１１（ａ）（ｂ）にインフォメーションエリアInfo2、Info1の構造を示す。
　図１１（ａ）のように、インフォメーションエリアInfo2は、リザーブ、ディフェクト
マネジメント領域ＤＭＡ２、コントロールデータエリアＣＤＡ２、バッファにより構成さ
れる。
　リザーブは将来用途の予備として１６０クラスタ設けられる。
　ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡ２は３２クラスタとされる。
　コントロールデータエリアＣＤＡ２は、コントロール情報を記録するエリアで、３２ク
ラスタとされる。
　バッファは、コントロールデータエリアＣＤＡ２とテストライトエリアＯＰＣとを離す
ためのバッファエリアで、３２クラスタとされる。
【００６２】
　図１１（ｂ）に示すように、インフォメーションエリアInfo1は、バッファ、ドライブ
エリア、リザーブ、ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡ１、コントロールデータエリア
ＣＤＡ１、バッファにより構成される。
　最初のバッファは、図１０に示したリザーブエリアと図１１（ｂ）のドライブエリアを
離すためのバッファエリアで、３２クラスタとされる。
　ドライブエリアは、テストライトエリアＯＰＣにおける試し書きにより最適なディスク
の記録再生条件を見い出したあとで、その条件（最適値等）をデータとして記録するため
などの領域として使われるエリアであり、３２クラスタとされる。
　リザーブは将来用途の予備として９６クラスタ設けられる。
　ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡ１は、上記ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡ
２と同じ情報（ディフェクトマネジメント情報）を記録再生する領域であり、３２クラス
タとされる。
　コントロールデータエリアＣＤＡ１は、上記コントロールデータエリアＣＤＡ２と同じ
情報を記録再生する領域であり、３２クラスタとされる。
　バッファは、コントロールデータエリアＣＤＡ１とデータゾーンを離すためのバッファ
エリアで、３２クラスタとされる。
【００６３】
　上記図１０からわかるように、それぞれディフェクトマネジメント領域ＤＭＡ（ＤＭＡ
２，ＤＭＡ１）を含むインフォメーションエリアInfo1、Info2は、ディスク半径方向に離
れて形成される。しかも、テストライトエリアＯＰＣ及びリザーブエリアをはさんだ状態
で、インフォメーションエリアInfo1、Info2はディスク半径方向に離れたものとされてい
る。この例の場合、半径方向に約０．７ｍｍ離れた状態となる。
　これによって、一方のインフォメーションエリア（Info1又Info2）におけるディフェク
トマネジメント領域ＤＭＡが、傷やディフェクトでダメージを受けたとしても、そのダメ
ージが他方のインフォメーションエリア（Info2又Info1）におけるディフェクトマネジメ
ント領域ＤＭＡに影響する可能性は非常に低い。つまり、２つのディフェクトマネジメン
ト領域ＤＭＡ１，ＤＭＡ２が同時にダメージを受けてしまって、どちらも記録再生できな
くなってしまうということは殆ど発生しない。これによりディフェクトマネジメント領域
ＤＭＡの信頼性を向上させることができる。
　また、コントロールデータエリアＣＤＡ１、ＣＤＡ２についても同様のことが言え、２
つのコントロールデータエリアＣＤＡ１、ＣＤＡ２が同時にダメージを受けてしまって、
どちらも記録再生できなくなってしまうということは殆ど発生しないため、コントロール
データエリアＣＤＡの信頼性も向上する。
【００６４】
　また図１０からわかるようにリードインゾーンにおいては、リザーブエリアを除けばテ
ストライトエリアＯＰＣが最も大きい領域である。従って、インフォメーションエリアIn
fo1、Info2が、少なくともテストライトエリアＯＰＣをはさんで配置されることは、イン
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フォメーションエリアInfo1、Info2を半径方向に効果的に離間させるということになり、
一方のインフォメーションエリアにおけるダメージを他方のインフォメーションエリアに
影響を与えないという目的において好適なものとなる。
【００６５】
　３－２　交替領域を有するＤＭＡ構造
　次にインフォメーションエリアInfo1、Info2内に設けられるディフェクトマネジメント
領域ＤＭＡ（ＤＭＡ２，ＤＭＡ１）の構造について説明していく。
　図１２にディフェクトマネジメント領域ＤＭＡ（ＤＭＡ２，ＤＭＡ１）の構造を示す。
　図１１に示したようにディフェクトマネジメント領域ＤＭＡ（ＤＭＡ２，ＤＭＡ１）は
３２クラスタで形成される。図１２においてはクラスタナンバ（cluster number）１～３
２として、ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡにおける各内容のデータ位置を示してい
る。また各内容のサイズをクラスタ数（number of cluster）として示している。
【００６６】
　ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡにおいて、クラスタナンバ１～４の４クラスタの
区間にはＤＤＳ(disc definition structure)が記録される。
　このＤＤＳの内容は図１３で述べるが、ＤＤＳは１クラスタのサイズとされ、当該４ク
ラスタの区間において４回繰り返し記録される。
【００６７】
　クラスタナンバ５～８の４クラスタの区間は、ディフェクトリストＤＬの１番目の記録
領域（1st position of DL）となる。
　クラスタナンバ９～１２の４クラスタの区間は、ディフェクトリストＤＬの２番目の記
録領域（2nd position of DL）となる。
　さらに、４クラスタづつ３番目以降のディフェクトリストＤＬの記録領域が用意され、
クラスタナンバ２９～３２の４クラスタの区間は、ディフェクトリストＤＬの７番目の記
録領域（7th position of DL）となる。
　つまり、３２クラスタのディフェクトマネジメント領域ＤＭＡには、ディフェクトリス
トＤＬについて第１～第７の７個の記録領域が用意される。
　後述するが、ディフェクトリストＤＬは図１４で説明する４クラスタサイズのデータと
なり、最初は第１の記録領域にディフェクトリストＤＬが記録される。第２～第７の記録
領域は、ディフェクトリストＤＬの記録領域としての交替領域とされる。
【００６８】
　図１３にＤＤＳのデータ内容（contents）を示す。
　上記のようにＤＤＳは１クラスタ（＝３２セクター）のサイズとされる。図１３のデー
タフレームが２０４８バイトのセクターに相当し、データフレーム０～３１で１クラスタ
を構成する。
　バイトポジション（Byte position in data frame）は、データフレーム内のバイト位
置を示す。バイト数（number of bytes）は各データ内容のバイト数を示す。
【００６９】
　先頭のデータフレーム（データフレーム０）において、各種データ内容が定義されてい
る。
　バイトポジション０からの２バイトに、ＤＤＳのクラスタであることを認識するための
、ＤＤＳ識別子（DDS Identifier）が記録される。
　バイトポジション２の１バイトに、ＤＤＳフォーマットのバージョンが示される。
　バイトポジション４からの４バイトには、ＤＤＳ更新回数（DDS up date count）が記
録される。
【００７０】
　バイトポジション１６からの４バイトには、ドライブエリアの開始位置が、その最初の
セクターの物理セクターアドレスＰＳＮ（physical sector number）によって示される（
first PSN of drive area）。
　バイトポジション２４からの４バイトには、ディフェクトリストＤＬの開始位置が、そ
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の最初のセクターの物理セクターアドレスＰＳＮによって示される（first PSN of defec
t list）。
【００７１】
　バイトポジション３２からの４バイトには、データゾーンにおけるユーザーデータエリ
ア（図１６で説明）の論理セクターアドレスＬＳＮ（logical sector number）＝「０」
の位置が物理セクターアドレスＰＳＮによって示される。
　バイトポジション３６からの４バイトには、データゾーンにおけるユーザーデータエリ
アの最後の論理セクターアドレスＬＳＮの位置が物理セクターアドレスＰＳＮによって示
される。
　バイトポジション４０からの４バイトには、データゾーンにおける内周側交替エリアＩ
ＳＡ（inner spare area）のサイズが示される。
　バイトポジション４４からの４バイトには、データゾーンにおける外周側交替エリアＯ
ＳＡ（outer spare area）のサイズが示される。
　バイトポジション５２の１バイトには、内周側交替エリアＩＳＡ、外周側交替エリアＯ
ＳＡのフルフラグが示される。フルフラグは、交替エリアが満杯になっているか否かを示
すフラグである。
【００７２】
　バイトポジション５４の１バイトには、ディスクをベリファイ等のチェックしながらサ
ーティファイしたか否かを示すディスクサーティフィケーションフラグが記録される。
　バイトポジション５６からの４バイトには、ディスクをベリファイした際の最後のアド
レスポインタが示される。
【００７３】
　データフレーム「０」において上記以外のバイト、及びデータフレーム「１」～「３１
」はリザーブとされている。
【００７４】
　次に図１４にディフェクトリストＤＬの構造を示す。
　図１２で説明したように、ディフェクトリストＤＬは４クラスタの記録領域に記録され
る。
　図１４においては、クラスタナンバ／データフレーム（Cluster number /data frame）
として、４クラスタのディフェクトリストＤＬにおける各データ内容（contents）のデー
タ位置を示している。１クラスタ＝３２データフレームである。１データフレーム＝２０
４８バイトである。
　バイトポジション（Byte position in data frame）は、データフレーム内におけるバ
イト位置（データ内容の先頭位置）を示す。
　バイト数（number of bytes）は各データ内容のサイズとしてのバイト数を示す。
【００７５】
　ディフェクトリストＤＬの先頭の６４バイトはディフェクトリストヘッダとされる。
　このディフェクトリストヘッダには、ディフェクトリストのクラスタであることを認識
する情報、バージョン、ディフェクトリスト更新回数、ディフェクトリストのエントリー
数などの情報が記録される。
【００７６】
　ディフェクトリストヘッダに続いては、ディフェクトリストのエントリー内容（list o
f defects）の領域とされる。
　即ちエントリー内容（list of defects）としては、クラスタ「０」／データフレーム
「０」のバイト「６４」以降に、図１５で後述する構成のエントリーが記録されていく。
【００７７】
　エントリー内容（list of defects）の直後には、ディフェクトリストターミネータ（d
efect list terminator）が８バイト記録される。
　ディフェクトリストターミネータの最初の４バイトは、ディフェクトリストターミネー
タであることを示す識別子として「FF FF FF FFh」とされる。
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　続く４バイトは、ディフェクトリストヘッダに記録されるディフェクトリスト更新回数
と同じく、ディフェクトリスト更新回数が記録され、ディフェクトリストの最後が認識さ
れる。
　残りのバイトはリザーブである。
【００７８】
　図１５に、上記エントリー内容（list of defects）に記録される各エントリー（DL en
try）を示す。
　１つのエントリー（DL entry）は、バイト０～７の８バイト（６４ビット）で構成され
る。各バイト内のビットはビット７～０として示す。
【００７９】
　エントリー（ｉ）のバイト０のビット７～４には、エントリーのステータス情報（stat
us 1）が記録される。
　ステータス情報としては、交替されたエントリー、交替可能な交替先のエントリー、交
替不能な交替先のエントリー等が示される。
【００８０】
　バイト０のビット３～０及びバイト１～３としての３０ビットの範囲に、ディフェクテ
ィブクラスタの最初の物理セクターアドレスＰＳＮが示される。即ちディフェクトとされ
て交替されるクラスタを、その先頭セクターの物理セクターアドレスＰＳＮによって示す
ものである。
【００８１】
　バイト４のビット７～４には、エントリーにおけるもう一つのステータス情報（status
 2）が記録される。このステータス情報（status 2）はリザーブとされている。
【００８２】
　バイト４のビット３～０及びバイト５～７としての３０ビットの範囲に、交替領域の最
初の物理セクターアドレスＰＳＮが示される。
　即ち、上記ディフェクティブクラスタが交替された場合に、その交替先のクラスタを、
その先頭セクターの物理セクターアドレスＰＳＮによって示すものである。
【００８３】
　以上のような１つのエントリー（DL entry）によって、１つのディフェクトとされたク
ラスタが示され、またそのクラスタについて交替処理が行われた場合は、交替領域として
のクラスタも示されることになる。
　そして、このようなエントリーが、図１４の構造のディフェクトリストＤＬにおいて、
エントリー内容（list of defects）として記録されていく。
【００８４】
　上述の通り、図１４に示したディフェクトリストＤＬを記録する記録領域としては、図
１２に示すディフェクトマネジメント領域ＤＭＡ内に７個用意されている。
　ディフェクトリストＤＬは、ディフェクト状況に応じてエントリーの追加などに伴う更
新が行われ、またディフェクトリストヘッダでの更新回数の値の書換なども行われる。即
ち、ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡ内で、必要に応じて随時更新されていくもので
ある。
【００８５】
　このディフェクトリストＤＬの記録は、まず最初は、図１２のディフェクトマネジメン
ト領域ＤＭＡにおける１番目の記録領域（1st position of DL）に行われる。このとき、
ディフェクトリストヘッダにおける更新回数も記録される。
　例えばある時点で、更新回数が１０００回になった場合、あるいは、記録した後、ディ
フェクトリストＤＬが再生ができなかった場合などは、記録領域を交替させる。つまり２
番目の記録領域（2nd position of DL）にディフェクトリストＤＬを記録するようにする
。
　以下、同様に、記録更新回数が１０００回に達する毎に、あるいは、記録した後、再生
ができなかった場合、第３、第４、第５、第６、第７番目の順に記録領域を交替させてい
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くものである。
【００８６】
　このように、ディフェクトマネージメント領域ＤＭＡにおいては、実際のディフェクト
マネジメント情報となるディフェクトリストＤＬを記録する領域として、交替領域を含む
複数の記録領域（1st position of DL～7th position of DL）を設けることで、更新回数
やエラー状況などに応じて記録領域を変化させることができる。即ち上記のようにディフ
ェクトリストＤＬの更新回数によってオーバーライト回数を知ることができ、その回数が
、ある値以上になった場合、ディフェクトリストの記録領域を交替させていく。
　ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡではフェーズチェンジ記録方式で記録が行われる
ものであり、フェーズチェンジ記録方式ではオーバライト回数に限界があることが知られ
ているが、上記のように記録領域を交替させることで、オーバーライト回数の限界を克服
することができ、信頼性の高い、ディフェクトマネージメント領域の記録再生を行うこと
ができる。 
【００８７】
　また、ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡとしては、リードインゾーンにおいては図
１１で説明したようにＤＭＡ１、ＤＭＡ２の２つが存在する。またリードアウトゾーンに
ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡがさらに形成される場合もある。
　ＤＭＡ１，ＤＭＡ２、および他のＤＭＡには、ＤＭＡ１、２・・・の順番に、同じ情報
が記録される。
　すべてのＤＭＡの情報内容が同じであるかどうかは、各ＤＭＡのＤＤＳの記録更新回数
、およびディフェクトリストヘッダに記録されるディフェクトリストＤＬの記録更新回数
で判断することができる。
　もし異なる場合には、ＤＭＡ１、２・・・の順番を優先し、情報内容、記録更新回数が
同じになるように記録を行う。
【００８８】
　３－３　データゾーンの交替エリア
　上記ディフェクトリストＤＬで管理されるデータゾーンの交替エリアについて述べてお
く。
　図１６は、データゾーンに交替エリア（spare area）を形成した際のディスクレイアウ
トを示している。
【００８９】
　データゾーンはユーザーデータを記録再生する領域であるが、ユーザーデータを記録す
るユーザーデータエリアの他に、交替エリア（spare area）が形成される。
　ＩＳＡ（inner spare area）は内周側の交替エリアで、２０４８クラスタ、１２８ＭＢ
ある。
　ＯＳＡ (outer spare area)　は外周側の交替エリアで、１６３８４クラスタ、１０２
４ＭＢある。
【００９０】
　ＩＳＡは固定サイズで、ＯＳＡは可変サイズである。
　最初に図１２のディフェクトマネジメント領域ＤＭＡにおいてＤＤＳを初期化フォーマ
ットし、記録する際に、ＤＤＳにおけるＩＳＡサイズ（inner spare area size）として
固定のサイズを、ＯＳＡサイズ（outer spare area size）として可変長のサイズを記録
して設定する。
　ＩＳＡサイズは初期化フォーマット以後は変更できない。
　ＯＳＡサイズは初期化フォーマット以後でも変更することができる。たとえば、パーソ
ナルコンピュータ等でのディスクの使用において、ＡＶストリーム（オーディオ・ビデオ
のストリームデータ）を記録再生する際は、交替エリアを少なくし、ユーザーデータエリ
アを大きくして記録再生時間を長くすることが望ましいが、ＰＣデータの記録再生では、
信頼性を得るため、大きな交替エリアサイズがあることがのぞましい。
　そこで、初期化フォーマット以後、ディスクを途中でＰＣデータ記録再生から、ＡＶス
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トリームの記録再生用に切り換えて使用する場合、ＯＳＡサイズを小さくし変更すること
が好適である。また逆に、ＡＶストリームの記録再生から、ＰＣデータ記録に変更する場
合は、ＯＳＡサイズを大きくし変更することが好適である。
【００９１】
　なお、ディスクをＡＶストリーム記録再生専用に使用する場合は、交替エリア（ＩＳＡ
，ＯＳＡ）を０にする。具体的には初期化フォーマットの際に、ＤＤＳにおいてＩＳＡサ
イズ（inner spare area size）＝０、ＯＳＡサイズ（outer spare area size）＝０と設
定する。
　その場合、データゾーンは全てユーザーデータエリアとして扱われる。
　また、ディフェクティブクラスタが生じた場合は、ディフェクトリストＤＬにおいて、
ディフェクティブクラスタとしてだけエントリーし、交替先のクラスタはエントリーしな
い。
　つまりこの場合、ディフェクティブクラスタは、交替処理されないで、単にそのクラス
タは使用されないものとしてエントリーされるものとなる。
　この場合、記録再生中に交替先へのシーク時間が無くなるため、ＡＶストリームのリア
ルタイム記録再生に適している。
　また交替エリアを形成しないことで、使用できるユーザーデータエリアも大きくなり、
記録再生時間を長くすることができる。
【００９２】
４．ディスクドライブ装置
　次に、上記のようなディスク１に対応して記録／再生をディスクドライブ装置を説明し
ていく。
　このディスクドライブ装置は、上述したようにＰＢゾーンとＲＷゾーンとしてウォブリ
ンググルーブが形成されたディスクに対してフォーマット処理としてのフェーズチェンジ
記録方式による記録動作を行うことで、図４及び図１０～図１６で説明したようなレイア
ウトのディスク１を形成する。
　また、そのようなディスク１に対してユーザーデータエリアにフェーズチェンジ記録方
式によるデータの記録再生を行なう。
　もちろんフォーマット時や、必要時において、ディフェクトマネジメント領域ＤＭＡの
記録／更新も行うものである。
【００９３】
　図１７はディスクドライブ装置の構成を示す。
　ディスク１は、図示しないターンテーブルに積載され、記録／再生動作時においてスピ
ンドルモータ５２によって一定線速度（ＣＬＶ）で回転駆動される。
　そして光学ピックアップ（光学ヘッド）５１によってディスク１上のＲＷゾーンにおけ
るグルーブトラックのウォブリングとして埋め込まれたＡＤＩＰ情報の読み出しがおこな
われる。またＰＢゾーンにおけるグルーブトラックのウォブリングとして埋め込まれたプ
リレコーデッド情報の読み出しがおこなわれる。
　また初期化フォーマット時や、ユーザーデータ記録時には光学ピックアップによってＲ
Ｗゾーンにおけるトラックに、管理データやユーザーデータがフェイズチェンジマークと
して記録され、再生時には光学ピックアップによって記録されたフェイズチェンジマーク
の読出が行われる。
【００９４】
　ピックアップ５１内には、レーザ光源となるレーザダイオードや、反射光を検出するた
めのフォトディテクタ、レーザ光の出力端となる対物レンズ、レーザ光を対物レンズを介
してディスク記録面に照射し、またその反射光をフォトディテクタに導く光学系（図示せ
ず）が形成される。
　レーザダイオードは、波長４０５ｎｍのいわゆる青色レーザを出力する。また光学系に
よるＮＡは０．８５である。
【００９５】
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　ピックアップ５１内において対物レンズは二軸機構によってトラッキング方向及びフォ
ーカス方向に移動可能に保持されている。
　またピックアップ５１全体はスレッド機構５３によりディスク半径方向に移動可能とさ
れている。
　またピックアップ５１におけるレーザダイオードはレーザドライバ６３からのドライブ
信号（ドライブ電流）によってレーザ発光駆動される。
【００９６】
　ディスク１からの反射光情報はフォトディテクタによって検出され、受光光量に応じた
電気信号とされてマトリクス回路５４に供給される。
　マトリクス回路５４には、フォトディテクタとしての複数の受光素子からの出力電流に
対応して電流電圧変換回路、マトリクス演算／増幅回路等を備え、マトリクス演算処理に
より必要な信号を生成する。
　例えば再生データに相当する高周波信号（再生データ信号）、サーボ制御のためのフォ
ーカスエラー信号、トラッキングエラー信号などを生成する。
　さらに、グルーブのウォブリングに係る信号、即ちウォブリングを検出する信号として
プッシュプル信号を生成する。
【００９７】
　マトリクス回路５４から出力される再生データ信号はリーダ／ライタ回路５５へ、フォ
ーカスエラー信号及びトラッキングエラー信号はサーボ回路６１へ、プッシュプル信号は
ウォブル回路５８へ、それぞれ供給される。
【００９８】
　リーダ／ライタ回路５５は、再生データ信号に対して２値化処理、ＰＬＬによる再生ク
ロック生成処理等を行い、フェイズチェンジマークとして読み出されたデータを再生して
、変復調回路５６に供給する。
　変復調回路５６は、再生時のデコーダとしての機能部位と、記録時のエンコーダとして
の機能部位を備える。
　再生時にはデコード処理として、再生クロックに基づいてランレングスリミテッドコー
ドの復調処理を行う。
　またＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７は、記録時にエラー訂正コードを付加するＥＣＣ
エンコード処理と、再生時にエラー訂正を行うＥＣＣデコード処理を行う。
　再生時には、変復調回路５６で復調されたデータを内部メモリに取り込んで、エラー検
出／訂正処理及びデインターリーブ等の処理を行い、再生データを得る。
　ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７で再生データにまでデコードされたデータは、システ
ムコントローラ６０の指示に基づいて、読み出され、ＡＶ（Audio-Visual）システム１２
０に転送される。
【００９９】
　グルーブのウォブリングに係る信号としてマトリクス回路５４から出力されるプッシュ
プル信号は、ウォブル回路５８において処理される。ＡＤＩＰ情報としてのプッシュプル
信号は、ウォブル回路５８においてＭＳＫ復調、ＨＭＷ復調され、ＡＤＩＰアドレスを構
成するデータストリームに復調されてアドレスデコーダ５９に供給される。
　アドレスデコーダ９は、供給されるデータについてのデコードを行い、アドレス値を得
て、システムコントローラ１０に供給する。
　またアドレスデコーダ９はウォブル回路８から供給されるウォブル信号を用いたＰＬＬ
処理でクロックを生成し、例えば記録時のエンコードクロックとして各部に供給する。
【０１００】
　また、グルーブのウォブリングに係る信号としてマトリクス回路５４から出力されるプ
ッシュプル信号として、ＰＢゾーンからのプリレコーデッド情報としてのプッシュプル信
号は、ウォブル回路５８においてバンドパスフィルタ処理が行われてリーダ／ライタ回路
５５に供給される。そしてフェイズチェンジマークの場合と同様に２値化され、データビ
ットストリームとされた後、ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７でＥＣＣデコード、デイン
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ターリーブされて、プリレコーデッド情報としてのデータが抽出される。抽出されたプリ
レコーデッド情報はシステムコントローラ６０に供給される。
　システムコントローラ６０は、読み出されたプリレコーデッド情報に基づいて、各種設
定処理やコピープロテクト処理等を行うことができる。
【０１０１】
　記録時には、ＡＶシステム１２０から記録データが転送されてくるが、その記録データ
はＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７におけるメモリに送られてバッファリングされる。
　この場合ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７は、バファリングされた記録データのエンコ
ード処理として、エラー訂正コード付加やインターリーブ、サブコード等の付加を行う。
　またＥＣＣエンコードされたデータは、変復調回路５６においてＲＬＬ（１－７）ＰＰ
方式の変調が施され、リーダ／ライタ回路５５に供給される。
　記録時においてこれらのエンコード処理のための基準クロックとなるエンコードクロッ
クは上述したようにウォブル信号から生成したクロックを用いる。
【０１０２】
　エンコード処理により生成された記録データは、リーダ／ライタ回路５５で記録補償処
理として、記録層の特性、レーザー光のスポット形状、記録線速度等に対する最適記録パ
ワーの微調整やレーザドライブパルス波形の調整などが行われた後、レーザドライブパル
スとしてレーザードライバ６３に送られる。
　レーザドライバ６３では供給されたレーザドライブパルスをピックアップ５１内のレー
ザダイオードに与え、レーザ発光駆動を行う。これによりディスク１に記録データに応じ
たピット（フェイズチェンジマーク）が形成されることになる。
【０１０３】
　なお、レーザドライバ６３は、いわゆるＡＰＣ回路（Auto Power Control）を備え、ピ
ックアップ５１内に設けられたレーザパワーのモニタ用ディテクタの出力によりレーザ出
力パワーをモニターしながらレーザーの出力が温度などによらず一定になるように制御す
る。記録時及び再生時のレーザー出力の目標値はシステムコントローラ６０から与えられ
、記録時及び再生時にはそれぞれレーザ出力レベルが、その目標値になるように制御する
。
【０１０４】
　サーボ回路６１は、マトリクス回路５４からのフォーカスエラー信号、トラッキングエ
ラー信号から、フォーカス、トラッキング、スレッドの各種サーボドライブ信号を生成し
サーボ動作を実行させる。
　即ちフォーカスエラー信号、トラッキングエラー信号に応じてフォーカスドライブ信号
、トラッキングドライブ信号を生成し、ピックアップ５１内の二軸機構のフォーカスコイ
ル、トラッキングコイルを駆動することになる。これによってピックアップ５１、マトリ
クス回路５４、サーボ回路６１、二軸機構によるトラッキングサーボループ及びフォーカ
スサーボループが形成される。
【０１０５】
　またサーボ回路６１は、システムコントローラ６０からのトラックジャンプ指令に応じ
て、トラッキングサーボループをオフとし、ジャンプドライブ信号を出力することで、ト
ラックジャンプ動作を実行させる。
【０１０６】
　またサーボ回路６１は、トラッキングエラー信号の低域成分として得られるスレッドエ
ラー信号や、システムコントローラ６０からのアクセス実行制御などに基づいてスレッド
ドライブ信号を生成し、スレッド機構５３を駆動する。スレッド機構５３には、図示しな
いが、ピックアップ５１を保持するメインシャフト、スレッドモータ、伝達ギア等による
機構を有し、スレッドドライブ信号に応じてスレッドモータを駆動することで、ピックア
ップ５１の所要のスライド移動が行なわれる。
【０１０７】
　スピンドルサーボ回路６２はスピンドルモータ２をＣＬＶ回転させる制御を行う。
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　スピンドルサーボ回路６２は、ウォブル信号に対するＰＬＬ処理で生成されるクロック
を、現在のスピンドルモータ５２の回転速度情報として得、これを所定のＣＬＶ基準速度
情報と比較することで、スピンドルエラー信号を生成する。
　またデータ再生時においては、リーダ／ライタ回路５５内のＰＬＬによって生成される
再生クロック（デコード処理の基準となるクロック）が、現在のスピンドルモータ５２の
回転速度情報となるため、これを所定のＣＬＶ基準速度情報と比較することでスピンドル
エラー信号を生成することもできる。
　そしてスピンドルサーボ回路６２は、スピンドルエラー信号に応じて生成したスピンド
ルドライブ信号を出力し、スピンドルモータ６２のＣＬＶ回転を実行させる。
　またスピンドルサーボ回路６２は、システムコントローラ６０からのスピンドルキック
／ブレーキ制御信号に応じてスピンドルドライブ信号を発生させ、スピンドルモータ２の
起動、停止、加速、減速などの動作も実行させる。
【０１０８】
　以上のようなサーボ系及び記録再生系の各種動作はマイクロコンピュータによって形成
されたシステムコントローラ６０により制御される。
　システムコントローラ６０は、ＡＶシステム１２０からのコマンドに応じて各種処理を
実行する。
【０１０９】
　例えばＡＶシステム１２０から書込命令（ライトコマンド）が出されると、システムコ
ントローラ６０は、まず書き込むべきアドレスにピックアップ５１を移動させる。そして
ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７、変復調回路５６により、ＡＶシステム１２０から転送
されてきたデータ（例えばＭＰＥＧ２などの各種方式のビデオデータや、オーディオデー
タ等）について上述したようにエンコード処理を実行させる。そして上記のようにリーダ
／ライタ回路５５からのレーザドライブパルスがレーザドライバ６３に供給されることで
、記録が実行される。
【０１１０】
　また例えばＡＶシステム１２０から、ディスク１に記録されている或るデータ（ＭＰＥ
Ｇ２ビデオデータ等）の転送を求めるリードコマンドが供給された場合は、まず指示され
たアドレスを目的としてシーク動作制御を行う。即ちサーボ回路６１に指令を出し、シー
クコマンドにより指定されたアドレスをターゲットとするピックアップ５１のアクセス動
作を実行させる。
　その後、その指示されたデータ区間のデータをＡＶシステム１２０に転送するために必
要な動作制御を行う。即ちディスク１からのデータ読出を行い、リーダ／ライタ回路５５
、変復調回路５６、ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７におけるデコード／バファリング等
を実行させ、要求されたデータを転送する。
【０１１１】
　なお、これらのフェイズチェンジマークによるデータの記録再生時には、システムコン
トローラ６０は、ウォブル回路５８及びアドレスデコーダ５９によって検出されるＡＤＩ
Ｐアドレスを用いてアクセスや記録再生動作の制御を行う。
【０１１２】
　また、ディスク１が装填された際など所定の時点で、システムコントローラ６０は、デ
ィスク１のＢＣＡにおいて記録されたユニークＩＤや、プリレコーデッドデータゾーンＰ
Ｒにウォブリンググルーブとして記録されているプリレコーデッド情報の読出を実行させ
る。
　その場合、まずＢＣＡ、プリレコーデッドデータゾーンＰＲを目的としてシーク動作制
御を行う。即ちサーボ回路６１に指令を出し、ディスク最内周側へのピックアップ５１の
アクセス動作を実行させる。
　その後、ピックアップ５１による再生トレースを実行させ、反射光情報としてのプッシ
ュプル信号を得、ウォブル回路５８、リーダ／ライタ回路５５、ＥＣＣエンコーダ／デコ
ーダ５７によるデコード処理を実行させ、ＢＣＡ情報やプリレコーデッド情報としての再
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生データを得る。
　システムコントローラ６０はこのようにして読み出されたＢＣＡ情報やプリレコーデッ
ド情報に基づいて、レーザパワー設定やコピープロテクト処理等を行う。
【０１１３】
　なお、プリレコーデッド情報の再生時には、システムコントローラ６０は、読み出され
たプリレコーデッド情報としてのＢＩＳクラスタに含まれるアドレス情報を用いて、アク
セスや再生動作の制御を行う。
【０１１４】
　ところで、この図１７の例は、ＡＶシステム１２０に接続されるディスクドライブ装置
としたが、本発明のディスクドライブ装置としては例えばパーソナルコンピュータ等と接
続されるものとしてもよい。
　さらには他の機器に接続されない形態もあり得る。その場合は、操作部や表示部が設け
られたり、データ入出力のインターフェース部位の構成が、図４０とは異なるものとなる
。つまり、ユーザーの操作に応じて記録や再生が行われるとともに、各種データの入出力
のための端子部が形成されればよい。
　もちろん構成例としては他にも多様に考えられ、例えば記録専用装置、再生専用装置と
しての例も考えられる。
【０１１５】
　ところで、ディスク１については初期化フォーマット前の状態で工場出荷されることが
考えられる。即ち図４に示したようにＰＢゾーンにＢＣＡ及びウォブリンググルーブによ
るプリレコーデッドデータが記録され、ＲＷゾーンにおいてはウォブリンググルーブによ
ってＡＤＩＰアドレスが記録された状態である。
　このためディスク１を使用する際には、予め初期化フォーマットを行って、図１０に示
したようなリードインゾーン内の構造を形成する。またその際にディフェクトマネジメン
ト領域ＤＭＡに記録される情報によってデータゾーンにおける交替エリア（ＩＳＡ、ＯＳ
Ａ）が設定されるものとなる。
　初期化フォーマット時において、ディスクドライブ装置が図１０～図１５で説明したリ
ードイン構造（ディフェクトマネジメント領域構造）を形成することで、上述したように
、信頼性の高いディフェクトマネジメント領域を有するディ１が形成されるものとなる。
　なお、この初期化フォーマット処理は、工場出荷前においてディスクドライブ装置によ
って行われるようにしてもよい。
【０１１６】
　次に、ディスクドライブ装置がディフェクトマネジメント情報（ディフェクトリストＤ
Ｌ）の記録／更新を行う際の処理を図１８で説明する。
　図１８はシステムコントローラ６０の制御としての処理を示している。
【０１１７】
　ディフェクトリストＤＬの記録／更新を行う際には、まずステップＦ１０１でディフェ
クトリストのポインタ（DL pointer）を確認する。このポインタ（DL pointer）とは図１
３に示したＤＤＳにおけるディフェクトリスト開始位置（first PSN of defect list）の
ことであり、この情報を読み込む。
　なおポインタ（DL pointer）の値としては「０」～「６」が図１２の第１～第７の記録
領域（1st～7th position of DL）に対応するものとして説明する。
【０１１８】
　ポインタ（DL pointer）が読めない場合、つまりポインタとしての値が記録されていな
い場合、ステップＦ１０２に進み、ポインタ（DL pointer）＝「０」に相当する第１の記
録領域（1st position of DL）にディフェクトリストＤＬを記録する。またＤＤＳにおけ
るディフェクトリスト開始位置（first PSN of defect list）の値として、ポインタ（DL
 pointer）＝「０」としての値、つまり第１の記録領域（1st position of DL）を示す値
を記録する。
　例えばディスク１に対して初期化フォーマット時或いはその後で、初めてディフェクト
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リストＤＬを記録する際などにおいては、システムコントローラ６０が以上のステップＦ
１０１，Ｆ１０２の処理を行うことによって、ディスクドライブ装置は第１の記録領域（
1st position of DL）に対してディフェクトリストＤＬの記録を行うものとなる。
【０１１９】
　ディフェクトリストＤＬの書込のためにステップＦ１０１でポインタ（DL pointer）を
確認し、それが何らかの数値「ｎ」であった場合は、ステップＦ１０３に進む。この場合
「ｎ」は０，１，２，３，４，５，６のいずれかであって、第１～第７の記録領域（1st
～7th position of DL）のいずれかを指定している場合である。
　システムコントローラ６０は、ステップＦ１０３ではポインタ（DL pointer）で示され
る記録領域へアクセスする制御を行い、その記録領域に記録されているディフェクトリス
トＤＬを読み出させる。
　そして、ディフェクトリストＤＬにおけるディフェクトリストヘッダに記録されている
更新（オーバライト）回数の値を確認し、その更新回数が「ｍ」（例えば１０００回）を
越えているか否かを判断する。又は、ディフェクトリストＤＬの読出の際のＳＥＲ(symbo
l error rate)がある値「ｊ」を越えているか否かを判断する。
【０１２０】
　オーバライト回数がｍ回を越えていること、或いはＳＥＲが所定値「ｊ」を越えている
ことが検出されなければ、ステップＦ１０５に進み、その記録領域、つまりその時点でポ
インタ（DL pointer）で示されている記録領域において、ディフェクトリストＤＬの更新
を行う。
【０１２１】
　一方、オーバライト回数がｍ回を越えていること、或いはＳＥＲが所定値「ｊ」を越え
ていることが検出された場合は、現時点でポインタ（DL pointer）で示されている記録領
域は既に消耗しているとしてステップＦ１０６に進み、次の記録領域（ポインタ（DL poi
nter）＝ｎ＋１の記録領域）に交替して、その新たな記録領域に対してディフェクトリス
トＤＬの記録を行う。
　またＤＤＳにおけるディフェクトリスト開始位置（first PSN of defect list）の値を
、現時点のポインタ（DL pointer）＝ｎとしての値から、ポインタ（DL pointer）＝「ｎ
＋１」としての値に更新する。つまり交替した新たな記録領域を示す値とする。
【０１２２】
　ディスクドライブ装置によるディフェクトリストＤＬの記録の際に、以上の処理により
記録領域（1st～7th position of DL）は、必要に応じて交替されていくことになる。
　従って、オーバライト回数の限界を超えてディフェクトリストＤＬの信頼性の高い書換
を行うことができ、ディスク及び記録再生動作の信頼性を向上できる。
【０１２３】
　以上、実施の形態のディスク及びそれに対応するディスクドライブ装置について説明し
てきたが、本発明はこれらの例に限定されるものではなく、要旨の範囲内で各種変形例が
考えられるものである。
　例えばディスクとしては、記録層が２層、３層などの多層ディスクも存在するが、各記
録層において形成されるリードインゾーンにおいてディフェクトマネジメント領域ＤＭＡ
を含む複数の管理データ領域が半径方向に離れるようにし、またディフェクトマネジメン
ト領域ＤＭＡにおいてはディフェクトリストＤＬの記録領域として交替領域が設けられる
ようにすればよい。
　また、ディスク外周側においてディフェクトマネジメント領域ＤＭＡを含む複数の管理
データ領域が形成される場合も、それらが半径方向に離れるようにし、またディフェクト
マネジメント領域ＤＭＡにおいてはディフェクトリストＤＬの記録領域として交替領域が
設けられるようにすればよい。
【符号の説明】
【０１２４】
　１　ディスク、５１　ピックアップ、５２　スピンドルモータ、５３　スレッド機構、
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５４　マトリクス回路、５５　リーダ／ライタ回路、５６　変復調回路、５７　ＥＣＣエ
ンコーダ／デコーダ、５８　ウォブル回路、５９　アドレスデコーダ、６０　システムコ
ントローラ、６１　サーボ回路、６２　スピンドルサーボ回路、６３　レーザドライバ、
１２０　ＡＶシステム
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【図３】
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